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社会福祉法人 葉山町社会福祉協議会

今月のテーマ

【手話奉仕員養成講座（入門課程）～手話で学ぼう！ 手話で話そう！～】
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まん延防止等重点措置が解除されるまで、ボランティア室等の利用について、自粛を促させていただいております。

日 時：4月6日（水）～8月24日（水）（5月4日を除く毎週水曜日／全20回）

9時30分～11時30分

場 所：逗子市福祉会館

対 象：葉山町・逗子市に在住・在勤で、本講座の初受講者、全日程受講できる人

定 員：15名【先着順／申込締切3月25日（金）】

受講料：無料（但し、DVD付きテキスト代として3,300円〔税込〕）

申込先：逗子市社会福祉協議会 TEL／873-8037 FAX／872-2519

Mail／vc@zushi-shakyo.com

年々威力を増す台風や大雨。今後３０年以内に７０％の確率で発生すると言

われる巨大地震。災害への備えは、待ったなしの状況です。
そのような中で葉桜自治会では、防災倉庫の備品を改めて点検整備し、災害

時の要支援世帯の把握等、普段からの備えを怠らない活動を継続しております。
また１８００世帯以上と言われる地区住民の「災害発生時の安否確認をどう

するか。」という課題に直面しております。自治会の限られた人数で、素早く
各世帯の安否を確認するにはどうしたら良いか。

全員無事ですタオル・・葉桜自治会の取り組みから

そこで葉桜自治会では「全員無事です
葉桜自治会」と印刷された黄色のタオルを
全世帯へ配布することにしました。

災害発生時に無事なご家庭は、各戸の玄
関先等にこのタオルを吊り下げるか、縛り
付けていただく取り組みを行うことになり
ました。この方式であれば、一目で「無事
ではない世帯」が発見でき、早急な救護等
に結び付けることが期待できます。

思い起こせば１９９５年に発生した阪神
淡路大震災では、助け出された人の多くは
近隣の方々の活躍だったという事実があり
ます。まずは近隣で助け合うことの重要性
が、改めて認識される出来事でした。

早期発見、早期対応は、被害を最小限に
止めるためには大変大事です。そういった
側面からも、この取り組みは注目度が高い
です。３月１３日には、このタオルを使っ
た初の訓練日との事です。結果に期待した
いと思います。

●コロナ禍生活食材応援プロジェクト

新型コロナウイルスの影響により、経済的に困窮し食生活にお困りの方へ無料で食材を配布します。
申込先：葉山町社会福祉協議会 TEL／875-9889 FAX／876-1873


